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発 表 者
はっぴょうしゃ

12  ●出 身
しゅっしん

・ルーツ 

バユ アンディ セティアワン インドネシア 

 

●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

 2013年
ねん

7月
がつ

 

●日本語
に ほ ん ご

を勉 強
べんきょう

している期間
き か ん

は？ 

約
やく

2年
ねん

 

●発 表 者
はっぴょうしゃ

コメント 

 

 

 

 

● 推薦者
すいせんしゃ

コメント 【公
こう

益
えき

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

 日
に

本
ほん

・インドネシア経
けい

済
ざい

協
きょう

力
りょく

事
じ

業
ぎょう

協
きょう

会
かい

 廣
ひろ

田
た

恵
めぐ

美
み

 様
さま

】 

 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「意
い

志
し

あるところに道
みち

あり」 

 

 皆
みな

さん、こんにちは。バユと申
もう

します。イ

ンドネシアから参
まい

りました。技
ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

生
せい

とし

て、自
じ

動
どう

車
しゃ

部
ぶ

品
ひん

工
こう

業
ぎょう

という会
かい

社
しゃ

の海
え

老
び

名
な

工
こう

場
じょう

で 3年
ねん

間
かん

実
じっ

習
しゅう

する予
よ

定
てい

です。 

 

本
ほん

日
じつ

、 私
わたし

は大
やま

和
と

市
し

の「第
だい

10回
かい

にほんごでは

なそう！日
に

本
ほん

語
ご

スピーチ大
たい

会
かい

」に参
さん

加
か

できま

した。まだ、日
に

本
ほん

語
ご

を 上
じょう

手
ず

に話
はな

せませんが、

今日
き ょ う

は出
で

来
き

る限
かぎ

り努
ど

力
りょく

します。最
さい

高
こう

の成
せい

績
せき

に

はならないと思
おも

いますが、もし審
しん

査
さ

員
いん

の方
かた

達
たち

が一
いち

番
ばん

をくださるのであれば 私
わたし

は拒
きょ

否
ひ

しま

せん。よろしくお願
ねが

いします。 

 

私
わたし

はもう二
に

年
ねん

間
かん

、日
に

本
ほん

にいます。でも、日
に

本
ほん

語
ご

はあまり進
しん

歩
ぽ

していません。進
しん

歩
ぽ

していな

い原
げん

因
いん

は二
ふた

つあると思
おも

います。一
ひと

つは 私
わたし

の

頭
あたま

が悪
わる

いことであり、もう一
ひと

つは熱
ねっ

心
しん

に勉
べん

強
きょう

していないからでしょう。 

 

さて、始
はじ

めに 私
わたし

のプライベートについて話
はな

し

ます。時
とき

が経
た

つのはなんて早
はや

いことでしょう。

4年
ねん

前
まえ

、専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

しました。その後
ご

、

大
だい

学
がく

のスポーツ学
がく

部
ぶ

に入
はい

りましたが、3 ヵ月
げつ

くらいですぐにやめてしましました。 

 

「なぜ、すぐにやめたのか？」 それは、私
わたし

の親
おや

が期
き

待
たい

していることと違
ちが

っていたからで

す。親
おや

は、大
だい

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

して 小
しょう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に

なって欲
ほ

しかったようですが、私
わたし

は先
せん

生
せい

には

なりたくなかったので辞
や

めました。それは、勇
ゆう

仲
なか

間
ま

を大
たい

切
せつ

にする実
じっ

習
しゅう

生
せい

内
ない

の良
よ

きリーダーであり、頼
たよ

りになる存
そん

在
ざい

です。自
し

然
ぜん

とまわりに人
ひと

が集
あつ

まってくる、そんな人
ひと

柄
がら

です。日
ひ

頃
ごろ

、 職
しょく

場
ば

内
ない

外
がい

でのコミュニケーションの積
つ

み重
かさ

ねが、

日
に

本
ほん

語
ご

上
じょう

達
たつ

につながっています。仕
し

事
ごと

に対
たい

し向
こう

上
じょう

心
しん

が高
たか

く、いつも嬉
うれ

しそうに 話
はなし

をして

くれます。彼
かれ

が 考
かんが

え発
はっ

するメッセージにご 注
ちゅう

目
もく

ください。 

日
に

本
ほん

に来
き

て、新
あたら

しいことを経
けい

験
けん

したいと思
おも

いま

した。もっと日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

び、自
じ

分
ぶん

の 考
かんが

えをスピ

ーチにしていきたいです。 
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気
き

があるというか、無
む

謀
ぼう

というか、親
おや

の 考
かんが

え

に応
こた

えられなくて、悔
くや

しく思
おも

いましたが、失
しっ

敗
ぱい

してもいつか成
せい

功
こう

の道
みち

が開
ひら

けると思
おも

いました。 

 

大
だい

学
がく

を辞
や

めて 私
わたし

は、4 ヵ月
げつ

くらい失
しつ

業
ぎょう

者
しゃ

に

なりました。人
ひと

は失
しつ

業
ぎょう

していては生
い

きていけ

ませんので、インドネシアの 中
ちゅう

国
ごく

系
けい

の会
かい

社
しゃ

を

見
み

つけるとすぐに 働
はたら

きました。2 ヵ月
げつ

くらい

働
はたら

いて、その時
とき

に技
ぎ

能
のう

実
じっ

習
しゅう

生
せい

として日
に

本
ほん

へ

行
い

く 挑
ちょう

戦
せん

をしようという気
き

になり、仕
し

事
ごと

を辞
や

めて、インドネシアで日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

して、つ

いに日
に

本
ほん

に来
く

ることとなりました。 

 

今
いま

、自
じ

動
どう

車
しゃ

部
ぶ

品
ひん

工
こう

業
ぎょう

の保
ほ

全
ぜん

の 職
しょく

種
しゅ

で実
じっ

習
しゅう

し

ているところです。最
さい

初
しょ

、保
ほ

全
ぜん

のことはぜん

ぜん分
わ

かりませんでした。保
ほ

全
ぜん

部
ぶ

は、機
き

械
かい

保
ほ

全
ぜん

作
さ

業
ぎょう

を 行
おこな

う部
ぶ

門
もん

で工
こう

場
じょう

内
ない

の機
き

械
かい

修
しゅう

理
り

など

を 行
おこな

います。修
しゅう

理
り

をする時
とき

、注
ちゅう

意
い

すること

がいっぱいあります。トラブルの内
ない

容
よう

をきち

んと聞
き

いてから、原
げん

因
いん

を探
さが

したり、色
いろ

々
いろ

判
はん

断
だん

し

たりして、初
はじ

めて 修
しゅう

理
り

を始
はじ

めることができま

す。原
げん

因
いん

を探
さが

す時
とき

も機
き

械
かい

の取
とり

扱
あつかい

説
せつ

明
めい

書
しょ

をみ

ないといけないです。そして、技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

な特
とく

別
べつ

な言
げん

語
ご

も必
ひつ

要
よう

になります。 

 

仕
し

事
ごと

が慣
な

れないころ、私
わたし

はインドネシアへ帰
かえ

りたいと思
おも

ったことがありました。その時
とき

に、

私
わたし

の 上
じょう

司
し

の課
か

長
ちょう

がいつもアドバイスをし

てくれました。「 難
むずか

しいから日
に

本
ほん

人
じん

も保
ほ

全
ぜん

の

作
さ

業
ぎょう

をやったら、すぐには慣
な

れないよ。もし

保
ほ

全
ぜん

のことをちゃんと学
まな

んだらいい経
けい

験
けん

にな

るよ。」 

 

私
わたし

の 上
じょう

司
し

のアドバイスがあり、そのおかげ

で 私
わたし

は今
いま

ここに立
た

っています。私
わたし

の 上
じょう

司
し

や

先
せん

輩
ぱい

は全
ぜん

員
いん

親
しん

切
せつ

な人
ひと

です。いつもお世
せ

話
わ

にな

っています。今
いま

まで 修
しゅう

理
り

で失
しっ

敗
ぱい

したことが何
なん

回
かい

かありました。例
たと

えば、工
こう

具
ぐ

の使
つか

い方
かた

が分
わ

か

らなく、先
せん

輩
ぱい

に聞
き

かないでそのまま使
つか

いまし

た。電
でん

圧
あつ

などをはかる器
き

械
かい

でしたので、感
かん

電
でん

し

てしまいした。この失
しっ

敗
ぱい

からいつも質
しつ

問
もん

をす

るようになり、保
ほ

全
ぜん

のことをもっともっと勉
べん

強
きょう

したいと思
おも

うようになりました。 

 

失
しっ

敗
ぱい

して、いろいろな経
けい

験
けん

をして、未
み

来
らい

の目
もく

標
ひょう

を決
き

めたいです。日
に

本
ほん

からインドネシアに

帰
き

国
こく

したらもう一
いち

度
ど

、大
だい

学
がく

に入
はい

りたいと 考
かんが

え

ています。でも、それはスポーツ学
がく

部
ぶ

ではな

くて工
こう

学
がく

部
ぶ

です。もっと日
に

本
ほん

の技
ぎ

術
じゅつ

を勉
べん

強
きょう

し、インドネシアの発
はっ

展
てん

のために貢
こう

献
けん

するこ

とを誓
ちか

います。インドネシアはますます発
はっ

展
てん

するに違
ちが

いありません。日
に

本
ほん

の技
ぎ

術
じゅつ

はますま

す進
すす

んでいくことでしょうから機
き

会
かい

と時
じ

間
かん

が

あればまた日
に

本
ほん

で勉
べん

強
きょう

したいです。 

 

以
い

上
じょう

で 私
わたし

のスピーチは終
お

わります。ご清
せい

聴
ちょう

ありがとうございました。 
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●来 場 者
らいじょうしゃ

・発 表 者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

 

 

 

 

 

  

・人
ひと

との人
ひと

との支
ささ

え合
あ

いはとても大
たい

切
せつ

だと思
おも

いました。失
しっ

敗
ぱい

してもそれを糧
かて

に頑
がん

張
ば

って下
くだ

さ

い。これからも日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べん

強
きょう

頑
がん

張
ば

って下
くだ

さい。(木
き

村
むら

) 

・インドネシアにも「意
い

思
し

あるところに道
みち

あり」という言
こと

葉
ば

がありますか？ふり返
かえ

ってみた

とき、自
じ

分
ぶん

の歩
ある

いてきた道
みち

がみえたらいいですね。 

・MBAK RIKA MENUNGGU MU PULANG NUNGGU DIAJAK RABI。

PAPA BANGGA SAMA KAMU RAMPOOOKKK！！！(パパ フェブリ) 

・意
い

思
し

あるところに道
みち

あり いいことばですね。(A.H) 

・仕
し

事
ごと

を覚
おぼ

えるために前
まえ

向
む

き
き

に取
と

り組
く

むバユさんにパワーを感
かん

じました。(加
か

藤
とう

) 

・ 職
しょく

場
ば

で良
よ

い 上
じょう

司
し

、仲
なか

間
ま

に恵
めぐ

まれたこと、本
ほん

当
とう

によかったですね。失
しっ

敗
ぱい

したことは次
つぎ

の成
せい

功
こう

につながります。インドネシアで日
に

本
ほん

での経
けい

験
けん

が生
い

かせるよう、これからもがんばって

下
くだ

さい。(木
き

村
むら

) 

・日
に

本
ほん

での研
けん

修
しゅう

でいろいろなことを学
まな

んで下
くだ

さい。そして、すばらしい仕
し

事
ごと

をしてくれる

ことを願
ねが

っています。発
はつ

音
おん

がときどき聞
き

き取
と

りにくいところがありました。気
き

をつけて。

・色
いろ

々
いろ

ないい経
けい

験
けん

をしていますね。インドネシアではあなたのような若
わか

者
もの

がこれからの国
くに

を

支
ささ

えていくことでしょう。 

・MAS BAYU… TETAP BERJUANG (^_^) (リファル) 

・仕
し

事
ごと

にかける熱
あつ

い想
おも

い、素
す

敵
てき

です。「意
い

志
し

あるところに道
みち

あり」残
のこ

り１年
ねん

の日
に

本
ほん

での実
じっ

習
しゅう

を大
たい

切
せつ

に、未
み

来
らい

を切
き

りひらいて下
くだ

さいね。(廣
ひろ

田
た

) 

・日
に

本
ほん

で学
まな

んだ事
こと

をインドネシアで活
い

かしてください！ 


